
初生ひなの輸入検査場所指定について 

昭和50年９月30日 50動検甲第1006号 

 昭和38年以来急増してきた初生ひなの輸入検査にあたっては、動物検疫所のけい留施設のほか、家畜伝

染病予防法第40条第３項ただし書きの規定を適用し動物検疫所以外の施設等を検査場所に指定して対処し

てきたところであるが、初生ひなの輸入羽数は最近昭和46年を頂点として横這いとなっている。 

 また昭和49年における検査場所の指定個所は全国で70か所あり、そのけい留検査状況をみると入検回数

が年間３回迄のものが28か所認められ、全体の40％に相当している。 

 ただ、この中には原種鶏場に附設された専用施設もあるが、これを除いても昭和49年において18か所と

なり、全体の約34％にものぼる状況である。 

 一方、継続して指定を受けている検査場所の中には、その周辺が開発されたことなどにより検疫上漸次

不適当な状況変化を認めるところも生じてきている。 

 また、本年当初に行われた当所についての行政管理庁行政監察局による行政監察においてもかかる検査

場所のあり方についての調査も行われており、その意向を受けるまでもなく動物検疫上輸入の場所を必要

最小限にとどめて防疫の万全を期することは当然と考えられるので、今後、検査場所の指定等にあたって

は下記事項につき御了知の上、それぞれ留意して指定を行い、その運営に遺憾のないようにされたく通達

する。 

 なお、指定検査場所の所在する関係知事、日本初生ひな輸入連絡協議会等には別添写しのとおり通知し

ておるので了知されたく申し添える。 

記 

１. 指定を受けようとする者は、平成12年7月25日付け12動検第1078号「輸入初生ひなの検査場所の指定に

あたり配慮すべき具体的基準について」を十分励行し得ると認められる者であること。 

２. 指定を受けようとする検査場所は、当該検査場所が所在する都道府県主務課もしくは最寄り家畜保険

衛生所により、当該検査場所にけい留して行う輸入検査にかかる連絡、検査の実施、その他防疫上の所

要事項につき十分な協力が常に得られる場所であること。 

３. 継続して指定を受けようとする検査場所は、原種鶏場に附設している場合を除き、前回の指定期間中

に少なくとも２回以上の輸入検査が行われており、当該場所の周辺の状況は開発等により不適当な状況

変化が認められないことが確認されていること。 

４. 最近の輸入状況から新たな指定はつとめてこれをさけるものとし、やむを得ず指定する場合にあって

はその指定期間中に相当量の初生ひなが継続して輸入される見込みのあること。 

５. 上記各事項を満たさない場合にあっては、指定を受けようとする者と十分協議し、指定場所の整理統

  



合など合理化の方向で指導すること。 

  



初生ひなの輸入検査場所指定について 

昭和50年９月30日 50動検甲第1006号 

動物検疫所長から各都道府県知事あて 

 初生ひなの輸出入検疫の実施につきましては常々ご協力いただき感謝致しております。 

 さて、昭和38年以来急増してきました初生ひなの輸入検査にあたりましては、動物検疫所のけい留施設

のほか、家畜伝染病予防法第40条第３項ただし書きの規定を適用し動物検疫所以外の施設等を検査場所に

指定して対処してきたところでありますが、初生ひなの輸入羽数は最近昭和46年を頂点として横這いとな

っております。 

 また、昭和49年における検査場所の全国の指定個所は70か所で、そのけい留検査状況をみますと入検回

数が年間３回迄のものが28か所であり、全体の40％に相当しています。 

 ただ、この中には原種鶏場に附設された専用施設もありますが、これを除いても昭和49年において18か

所となり、全体の約34％にものぼる状況であります。 

 一方、継続して指定を受けている検査場所の中には、その周辺が開発されたことなどにより検疫上漸次

不適当な状況変化を認めるところも生じてきております。 

 また、本年当初に行われました行政管理庁行政監察局による当所についての行政観察におきましてもか

かる検査場所のあり方についての調査も行われており、その意向を受けるまでもなく動物検疫上輸入の場

所を必要最小限にとどめて防疫の万全を期することは当然と考えられます。 

 以上のことから、今後の検査場所の指定にあたりましては、同主旨に沿った方向で検討したく何分の御

協力を依頼します。 
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動物検疫所長から日本初生ひな輸入連絡協議会あて 

 昭和38年以来急増してきました初生ひなの輸入検査にあたりましては、動物検疫所のけい留施設のほか、

家畜伝染病予防法第40条第３項ただし書きの規定を適用し動物検疫所以外の施設等を検査場所に指定して

対処してきたところでありますが、初生ひなの輸入羽数は最近昭和46年を頂点として横這いとなっており

ます。 

 また、昭和49年における検査場所の全国の指定個所は70か所で、そのけい留検査状況をみますと入検回

数が年間３回迄のものが28か所であり、全体の40％に相当しています。 

  



 ただ、この中には原種鶏場に附設された専用施設もありますが、これを除いても昭和49年において18か

所となり、全体の約34％にものぼる状況であります。 

 一方、継続して指定を受けている検査場所の中には、その周辺が開発されたことなどにより検疫上漸次

不適当な状況変化を認めるところも生じてきております。 

 また、本年当初に行われました行政管理庁行政監察局による当所についての行政観察におきましてもか

かる検査場所のあり方についての調査も行われており、その意向を受けるまでもなく動物検疫上輸入の場

所を必要最小限にとどめて防疫の万全を期することは当然と考えられますので、今後検査場所の指定にあ

たっては同主旨に添った方向で検討することとしますから、この旨御了知の上貴会会員の御協力を依頼し

ます。 

 

  


